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■久永市議の質問への教育部長の答弁 2018.05.29.本会議 

私から御質問の「子どもの自立に向けた継続的な支援について」の１点目「不登校の子どもたち

の居場所づくりの充実・拡大について」の２項目目と３項目目についてお答えいたします。 

はじめに、１点目の２項目目の「小中学校での不登校の子どもたちへの対応など、大府市として

特徴的な取組は何か」についてでございますが、本市では県から派遣されている各小中学校に配置

されたスクールカウンセラーに加え、市独自のスクールカウンセラーを市適応指導教室「レインボ

ーハウス」に配置しております。学校でもなく家庭でもない場所で、児童生徒や保護者の抱える悩

みや困り感に対して、専門的な立場からの指導・支援ができるように努めています。本年度からス

クールカウンセラーを４人から５人体制とし、臨床心理士の資格を持つ、大学の研究者の方や市内

の医療機関に勤務されている方によるカウンセリングは、必要に応じて関連する専門機関につなぐ

こともできております。また、市スクールカウンセラー等を助言者とした「大府市不登校事例研究

会」を市内小中学校の教職員約２００名で組織しています。そこでは、事例研究を通して不登校児

童生徒への支援の在り方について、市内の教職員が教育現場での課題となっている事例をお互いに

学ぶ機会をつくっており、これは他市町にはあまり見られない本市の特徴的な取組であると認識し

ております。 

次に、３項目目の「心の教室相談員の時間の延長又は増員により、在校中にいつでも駆け込める

場所を拡大していく考えはないか」についてでございますが、不登校あるいは不登校の傾向のある

生徒の支援は、心の教室相談員だけが行っているわけでありません。担任はもとより養護教諭を始

め校内の他の教職員との情報共有をすすめ、学校全体で生徒の悩みや困り感に寄り添い、支援して

いくことがより重要であると考え対応していることから、現状では性急な時間拡大や人員増は考え

ておりません。 

以上です。 

 


